
再生紙を使用しています。

だれもが行きたくなる
学校づくりの取り組み
「ピア・サポート活動」。6
月28日に総社東中学校の
３年生が阿曽小学校に出
向き学習支援をした。異
年齢交流をすることで信
頼関係や思いやりの気持
ちを育む

年間３０日以上の不登校欠席者の割合を示
す「不登校出現率」。市内の小･中学校の不
登校出現率が徐々に改善されてきています。
平成２４年度の不登校出現率は、小学校が０．
４５％、中学校が２．３１％。前年度に比べ、
それぞれ０．１０％、０．７３％改善しました。
市教育委員会では不登校児童生徒数の減
少を目指し、「だれもが行きたくなる学校づ
くり」という教育プログラムを、平成２２年
度から市内のすべての小・中学校に導入。
今年度で４年目となります。
取り組み始めたきっかけは、市の不登校
出現率が全国平均に比べて高かったこと。
広島大学の栗原慎二教授らの研究グループ
が実際に広島県で不登校を半減させたプロ

グラムを採用し、「不登校が起きにくい学校
をつくる」という新たな視点で取り組み始
めました。
プログラムは、子ども同士が助け合って
学習する「協同学習」、互いに支え合う活動
を通じて思いやりのある子どもを育てる「ピ
ア・サポート」、相手の感情を追体験するこ
とで理解し、自分の感情をコントロールす
る「社会性と情動の学習」、人と人が関わる
ルールを身につける「品格教育」の４つで構
成。これらを実践し、子どもたちが互いの
つながりを実感できるようになることで、
不登校の予防につながると考えています。
今後この取り組みを発展、定着させ、さら
に不登校が減るよう進めていきます。
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